糖尿病地域連携に関する大阪地区アンケートについて

2012年9月に実施した大阪糖尿病対策推進会議による、アンケート調査報告。

大阪府下アンケート対象病院

大阪市　151病院、大阪市以外の大阪府下　258病院　　合計409病院

実施時期：平成24年9月末～10月20日ごろ

方法：郵送

回答数　１３４病院　　　　回収率　３２．８%
１．全病床数　回答数全１３４施設
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解説：アンケートに回答された病院の全病床数は、100床、200床までの病院が過半数を占め、400床までの病院で８５%を占めた。
1． 続き

糖尿病病床数　回答あり107施設、回答なし27施設　全134施設
[image: image2.emf]0床

46%

1～10床

8%

11～15床

7%

16～20床

4%

２０～床

10%

１０－２０

床

1%

不定

4%

回答なし

20%

0床

1～10床

11～15床

16～20床

２０～床

１０－２０床

不定

回答なし


解説：糖尿病専用病床のない病院が46%と約半数で、20床までの病院が約1/5であった。

２．糖尿病専門医数　常勤医師数
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解説：糖尿病専門の常勤医のいない病院が半数を占めていた。大半は1名前後で2名までで約25%程度であった。
糖尿病専門医　非常勤医師数
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解説：糖尿病専門の非常勤医師が勤務する病院は1/4で大半は非常勤もいない状態であった。
管理栄養士　常勤
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解説：管理栄養士は75%の病院で1~3名常勤で勤務しており4名以上いる病院も1/4あった。

非常勤
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解説：非常勤の管理栄養士はほとんどおらず、3名までの非常勤勤務者のいる病院が15%ほどあった。

糖尿病療養指導士　
常勤
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解説：常勤の糖尿病療養指導士のいない病院は約半数を占め、5名程度までが20%、11名以上いる病院も約10%あった。

非常勤
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解説：非常勤の糖尿病量指導士が勤務する病院はほとんど無く、ごくわずかに1名の非常勤勤務者のいる病院があった。

地域連携パスの導入　導入済みかどうかに対し　はい42、いいえ92病院
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解説：地域連携パスの導入については約3割の病院で導入が行われていた。
いいえの内訳　導入の予定に対し　はい8、いいえ40、未定42、無回答2病院
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解説：地域連携パスが導入されていない病院の大半46%は今後の予定はまだ決まっておらず、導入の予定の無い病院も43%あった。

連携病院･医院に関して
1． 連携病院数　回答数20、無回答数　114　
回答件数２０の連携病院内訳
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解説：連携病院数は大半は2病院までであるが、25%の病院は10病院以上あった。
2． 連携医院数　回答21施設、無回答113施設　
回答２１施設の連携医院数内訳
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解説：連携医院数は約1/4が10医院まで、さらに1/4は50医院まで、200医院以上と連携している病院も20%程度あった。

連携パス発行件数　　回答29施設、無回答105施設　
回答29施設の連携パス発行件数内訳
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解説：連携パス発行件数の無い病院も20%程度あったが、5件までの病院が3割、100件以上ある病院も2割あった。

連携パス導入の影響

１．個々の例でHbA1cへの影響があった　回答数　３０　はい１７、いいえ１３
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解説：連携パスの導入により個々の例でHbA1cに影響があったと回答した病院が過半数を占めた。

２．全体でHbA1に影響があった。回答数　２６、はい９、いいえ１７
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解説：しかし、全体のHbA1cに影響したと回答した病院は35%にとどまった。

連携パス導入の影響　外来患者数、紹介患者数の変化
1． 外来患者数の変化　回答数３７、はい１４、いいえ２３
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解説：連携パス導入により外来患者数に変化があったとの回答した病院は約40%であった。
2． 紹介患者数の変化　回答数３６、はい１４、いいえ２２
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解説：また紹介患者数に変化があったとの回答も約40%あった。

連携パス手帳の利用
1. 連携パス手帳の利用の有無　回答数４３、はい３０、いいえ１３、無回答９１
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解説：連携パスを利用している病院は22%程度であったが、無回答も68%と多かった。
2. 日本糖尿病協会の連携手帳の利用　回答数３２、はい３０、いいえ２　無回答１０２
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解説：日本糖尿病協会の連携パス手帳の利用率も22％で、無回答も8割近くにのぼった。

3. 糖尿病眼手帳の利用　回答数２７、はい１５、いいえ１２、無回答１０７
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解説：糖尿病眼手帳の利用率は11%と低く、無回答も多かった。
眼科との連携　回答数１２６、はい６０、いいえ９、予定なし５７、無回答８、
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　解説：しかし、眼科との連携は44%の病院で行われていた。一方、連携の予定の無い病院も43%あった。
歯科との連携　回答数１２３、はい４４、いいえ１６、未定６３、無回答１１
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解説：歯科との連携は33%の病院で行われているが、歯科との連携を予定していない病院も半数近くにのぼった。

































